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国　税／ 7月分源泉所得税の納付 8月10日
国　税／ 6月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

 8月31日
国　税／ 12月決算法人の中間申告 8月31日
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申告（年3回の場合） 8月31日
国　税／ 個人事業者の消費税等の中間申告 8月31日
地方税／個人事業税第1期分の納付
 都道府県の条例で定める日
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 市町村の条例で定める日
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8 月号─2

　
一
般
的
に
企
業
の
経
営
者
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
は
、
経
済
学
は
抽
象
的

で
、
あ
ま
り
実
践
的
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
、
五
〇
代
以
上
が
手
に
と
っ

て
い
た
経
済
学
の
本
か
ら
も
そ
の
よ

う
に
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た

と
言
え
る
面
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

当
時
の
経
済
学
で
は
、
経
済
政
策
・

財
政
政
策
・
金
融
政
策
（
い
ず
れ
も

マ
ク
ロ
経
済
学
）
と
い
っ
た
国
の
政

策
に
関
す
る
内
容
が
主
な
も
の
で
し

た
。

　
そ
の
た
め
、
政
府
や
金
融
機
関
の

関
係
者
に
と
っ
て
は
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
が
、
一
般
の
企
業
経
営
者
や
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
政
策

を
受
け
取
る
だ
け
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
政
府
の
政
策
や
そ
の
影
響
を
予

測
す
る
こ
と
は
有
効
な
も
の
で
は
あ

る
も
の
の
、
自
分
が
能
動
的
に
考
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
他
方
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
で
す
が
、

従
来
か
ら
「
完
全
競
争
」
が
前
提
理

論
と
な
っ
て
い
て
、
経
済
学
は
完
全

競
争
を
維
持
す
る
た
め
効
率
性
を
引

き
下
げ
る
独
占
、
寡
占
を
規
制
す
る

（
規
制
当
局
は
公
正
取
引
委
員
会
）

も
の
が
内
容
で
し
た
。

◇
完
全
競
争
と
は

　
　
市
場
に
多
数
の
生
産
者
と

消
費
者
が
い
る
た
め
、
個
々

の
生
産
者
や
消
費
者
が
生
産

や
消
費
を
変
え
て
も
、
市
場

で
成
立
し
て
い
る
価
格
に
は

影
響
が
な
い
よ
う
な
状
態
の

こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
も
、
企
業
経
営
者
等
に
と

っ
て
は
、
関
心
事
の
薄
い
理
論
の
展

開
と
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
四
〇
年
程
前
か
ら
経
済
学
（
現

代
経
済
学
）
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

一

　ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ

　
ま
ず
、
現
代
経
済
学
が
持
つ
拡
が

り
を
理
解
す
る
に
あ
た
り
、
経
済
学

関
連
の
書
籍
を
読
ま
れ
た
こ
と
の
あ

る
人
は
、
お
分
か
り
か
と
思
い
ま
す

が
、
前
提
と
な
る「
ミ
ク
ロ
」と「
マ

ク
ロ
」の
言
葉
を
説
明
し
ま
す
。

　
経
済
は
、
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
と
な

っ
て
い
ま
す
。
経
済
学
は
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
理
解
・
説
明
し
、
そ
の
動

向
を
予
測
し
よ
う
と
す
る
学
問
で
す
。

　
こ
こ
で
は
単
純
に
、
シ
ス
テ
ム
と

は
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
要
素（
企
業
、

個
人
等
）
と
、
そ
れ
ら
諸
要
素
同
士

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
関
係
と
い

う
二
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
下
さ
い
。

　
つ
ま
り
、
経
済
学
は
消
費
を
選
択

す
る
個
人
や
生
産
量
を
調
整
す
る
企

業
（「
経
済
主
体
」）
が
、
市
場
を
通

じ
て
売
り
買
い
を
行
う
な
ど
、
経
済

主
体
間
の
相
互
関
係
を
通
じ
て
経
済

シ
ス
テ
ム
全
体
の
状
態
が
決
定
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
さ
て
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
状
態
を

把
握
し
た
り
、
予
想
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
二
通
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素

（
個
人
、
企
業
等
）
か
ら
シ
ス
テ
ム

全
体
へ
と
い
う
方
向
へ
の
捉
え
方
で

す
。
ま
ず
各
経
済
主
体
の
行
動
を
分

析
し
て
お
き
、
そ
れ
を
基
に
経
済
全

体
の
動
き
が
分
か
る
と
い
う
の
が「
ミ

ク
ロ
経
済
学
」の
説
明
と
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
が

示
し
た
結
果
の
集
計
量
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
結
果
の
関
係
を
モ
デ
ル
化
し

よ
う
と
す
る
戦
略
で
理
解
す
る
の
が

「
マ
ク
ロ
経
済
学
」
で
す
。
集
計
量

の
例
と
し
て
は
、
G
D
P
（
国
内
総

生
産
）、失
業
率
、物
価
水
準
等
で
す
。

　
た
と
え
ば
失
業
率
は
、
あ
る
特
定

の
人
が
失
業
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

関
す
る
も
の
で
は
な
く
失
業
者
全
体

を
集
計
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
景
気

の
良
し
悪
し
と
い
っ
た
国
の
経
済
状

況
は
マ
ク
ロ
経
済
学
で
扱
い
ま
す
。

二

　現
代
経
済
学
の
展
開

　
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
経
済
学
の

展
開
を
大
ま
か
に
示
し
た
の
が
、
次

頁
図
（
瀧
澤
弘
和
中
央
大
学
教
授
作

成
）
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
全
体
か

ら
み
る
と
、
経
済
学
が
現
実
の
多
様

な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
き
た

経
営
に
役
立
つ

「
現
代
経
済
学
」
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こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
〇
世
紀
の
と
こ
ろ
で
横

線
が
引
い
て
あ
り
ま
す
が
、
大
掴
み

で
言
う
な
ら
、
二
〇
世
紀
の
経
済
学

の
主
流
は
新
古
典
派
経
済
学
で
、
こ

れ
が
今
日
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
基
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
対
抗
す
る
か
た
ち
で

一
九
三
〇
年
代
の
大
不
況
（
世
界
大

恐
慌
、
日
本
で
は
〝
大
学
は
出
た
け

れ
ど
〞
と
い
わ
れ
る
時
代
）
の
中
、

ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
が
出
現
し
（
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
理

論
的
主
柱
と
な
る
）、
今
日
の
マ
ク

ロ
経
済
学
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
経
済
の
不
況
対
策
（
財
政
政

策
、
金
融
政
策
等
）
は
、
ケ
イ
ン
ズ

理
論
を
基
に
対
策
が
練
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
今
日
で
は
さ

ら
に
、
マ
ク
ロ
経
済
学
は
ミ
ク
ロ
経

済
学
的
手
法
を
取
り
入
れ
変
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

三

　企
業
行
動
に
対
す
る
現
代
経
済

学
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
企
業
経
営
者
の
中
に
は
、
今
後
の

経
営
は
「
経
済
学
」
と
「
心
理
学
」
の

基
礎
的
知
識
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え

る
人
が
い
ま
す
。

　
一
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
日
本
に
は
大
小
様
々
な
企
業
が
あ

り
、
そ
の
内
部
に
は
経
理
、
営
業
な

ど
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
製
造

業
の
企
業
で
複
数
の
工
場
を
抱
え
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
企
業
を
伝
統
的
な
ミ

ク
ロ
経
済
学
は
、
企
業
の
内
部
を
見

ず
に
一
企
業
と
し
て
扱
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
は

工
場
A
で
作
っ
た
部
品
を
工
場
B

で
使
う
と
き
、
工
場
A
は
工
場
B

に
市
場
価
格
で
売
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
会
社
独
自
の
決
定
の
下
に
行

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
価
格
メ
カ
ニ

ズ
ム
外
の
力
で
動
い
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
組
織
内
部
の
活
動
を
分
析
す

る
こ
と
は
、
経
営
学
の
範
疇
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
（
工
場
A

で
製
造
の
部
品
等
）
も
の
等
は
価
格

が
つ
い
て
取
引
さ
れ
て
い
る
（
市
場

で
決
め
ら
れ
て
い
る
）
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は

異
な
っ
た
方
法
で
あ
る
と
現
代
経
済

学
は
疑
問
視
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
取
引
コ
ス
ト
」
が
低

い
も
の
は
市
場
で
行
わ
れ
、
ま
た
企

業
内
部
で
行
っ
た
方
が
取
引
コ
ス
ト

が
低
い
よ
う
な
資
源
配
分
は
、
企
業

内
部
で
行
わ
れ
る
と
暫
定
的
な
答
え

を
出
し
ま
す
。

　「
取
引
コ
ス
ト
」
と
は
い
っ
た
い
何

な
の
か
、
資
源
配
分
の
ど
の
部
分
が

一
企
業
の
内
部
で
行
わ
れ
る
の
か
等

は
、
現
代
経
済
学
が
解
明
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

制度学派
（ヴェブレン）

古典派経済学
（リカードなど） マルクス経済学

20世紀

新制度学派
（コース、
ウィリアムソン）

新古典派経済学
（マーシャル、ワルラス）

ゲーム理論

組織と契約の
経済学
比較制度分析
比較歴史制度
分析

経済史
開発経済学

実験経済学

行動経済学

神経経済学

心理学
進化論
行動生態学
認知科学
神経科学

経済学の歴史

●富の学…社会における富と所得の分配のあり方を理解しようとする経済学
●交換の学…経済活動を、自律的な人間が互いに交換することとみなす視点から経済を分析する経済学
●制度・人間行動の学…人が創る制度や人間行動のあり方に焦点をあてる経済学
●経済変動の学…経済変動に焦点をあてる経済学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（瀧澤弘和中央大学教授作成）

富の学
交換の学
制度・人間行動の学
経済変動の学経済変動の学

新しい
マクロ経済学

ケインズ
経済学

新しい
マクロ経済学

ケインズ
経済学

アダム・スミス
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毎
年
八
月
を
過
ぎ
る
と
台
風
も
多

く
な
り
、
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え

が
必
要
と
な
る
時
期
に
入
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
会
社
が
自
然
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
等
の
税

制
上
の
取
扱
い
を
確
認
し
ま
す
。

　
な
お
、
自
然
災
害
（
以
下
「
災
害

等
」）と
は
、
暴
風
・
豪
雨
・
豪
雪
・

洪
水
・
高
潮
・
地
震
・
津
波
・
噴
火

そ
の
他
の
異
常
な
自
然
現
象
で
生
じ

る
被
害
を
い
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
含
ま
れ
ま
す
。

１
　
災
害
等
に
よ
る
期
限
の
延
長

　
会
社
が
災
害
等
に
よ
り
、
国
税
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
申
告
・
申
請

そ
の
他
書
類
の
提
出
又
は
納
付
等
の

期
限
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
災
害
等
が
や
ん
だ
日
か

ら
二
か
月
以
内
に
限
り
、
申
告
期
限

な
ど
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

２
　
災
害
等
に
よ
る
納
税
の
猶
予

　
会
社
が
災
害
等
に
よ
り
、
次
の
よ

う
な
状
況
に
陥
っ
た
と
き
に
は
、
法

人
税
な
ど
に
つ
い
て
納
税
の
猶
予
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑴

　損
失
を
受
け
た
場
合
の
猶
予

　
こ
の
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る

会
社
は
、
災
害
等
に
よ
り
全
積
極
財

産
の
概
ね
二
〇
％
以
上
の
損
失
を
受

け
た
場
合
で
、
納
税
の
猶
予
が
受
け

ら
れ
る
国
税
は
、
そ
の
損
失
を
受
け

た
日
以
後
一
年
以
内
に
納
付
す
べ
き

も
の
に
な
り
ま
す
。

⑵

　納
付
が
困
難
な
場
合
の
猶
予

　
災
害
等
に
よ
り
、
国
税
を
一
時
に

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
税
務
署
長
に
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
の
猶

予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

３
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
特
例
猶
予

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
納
税
が
困
難
に
な
っ
た
会
社

な
ど
に
対
し
、
令
和
二
年
二
月
一
日

か
ら
三
年
二
月
一
日
ま
で
に
納
期
限

が
到
来
す
る
国
税
に
つ
い
て
、
原
則

と
し
て
一
年
間
、
納
税
が
猶
予
さ
れ

る
特
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
適
用
期
間
は
既
に
経
過

し
て
い
る
た
め
、
令
和
三
年
二
月
二

日
以
後
の
納
期
限
到
来
分
か
ら
は
、

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
納
税
が
困
難

に
な
っ
た
会
社
等
は
、
前
記
２
⑴
・

⑵
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
納
税
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

４
　
被
災
し
た
会
社
に
対
す
る
法
人

税
の
取
扱
い

⑴

　滅
失
・
損
壊
し
た
資
産
等

　
会
社
が
所
有
す
る
商
品
や
原
材
料

等
の
棚
卸
資
産
・
店
舗
や
事
務
所
等

の
固
定
資
産
な
ど
の
資
産
が
災
害
等

に
よ
り
滅
失
又
は
損
壊
し
た
場
合
の

損
失
、
損
壊
し
た
資
産
の
取
壊
し
又

は
除
去
の
た
め
の
費
用
及
び
土
砂
そ

の
他
の
障
害
物
の
除
去
の
た
め
の
費

用
は
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

⑵

　資
産
の
評
価
損

　
会
社
が
所
有
す
る
棚
卸
資
産
・
固

定
資
産
又
は
一
定
の
繰
延
資
産
が
災

害
等
に
よ
り
著
し
い
損
傷
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
価
が
帳
簿
価

額
を
下
回
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
帳
簿
価
額
と
時
価
と
の
差
額
に

つ
い
て
、
損
金
経
理
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
評
価
損
を
計
上
し
て
損
金
の

額
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶

　復
旧
の
た
め
に
支
出
す
る
費
用

　
会
社
が
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
固
定
資
産
（
被
害
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
評
価
損
を
計
上
し
た
も
の

を
除
き
、
以
下
「
被
災
資
産
」
と
い

い
ま
す
）
に
つ
い
て
、
支
出
す
る
原

状
を
回
復
す
る
た
め
の
費
用
は
、
修

繕
費
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
資
産
の
被
災
前
の
効

用
を
維
持
す
る
た
め
に
行
う
補
強
工

事
・
排
水
又
は
土
砂
崩
れ
の
防
止
等

の
た
め
に
支
出
す
る
費
用
に
つ
い
て
、

修
繕
費
で
経
理
を
し
て
い
る
と
き
は
、

こ
の
処
理
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

会社における
自然災害と税
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⑷

　災
害
損
失
特
別
勘
定
の
設
定
等

　
会
社
が
、
災
害
等
の
あ
っ
た
日
の

属
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
、
災
害

等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
棚
卸
資

産
・
固
定
資
産
等
の
修
繕
等
の
た
め

に
、
災
害
の
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以

内
に
支
出
す
る
費
用
の
適
正
な
見
積

額
と
し
て
繰
入
限
度
額
以
下
の
金
額

を
、
損
金
経
理
に
よ
り
災
害
損
失
特

別
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
と
き
は
、
そ

の
金
額
が
そ
の
事
業
年
度
の
損
金
の

額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
災
害
等
の
あ
っ
た
日
か

ら
一
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
事

業
年
度
に
お
い
て
、
災
害
損
失
特
別

勘
定
の
残
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
残
額
を
取
り
崩
し
て
益
金
の
額
に

算
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑸

　災
害
等
に
よ
る
損
失
金
の
繰
越

し
及
び
繰
戻
し
還
付

　
会
社
が
所
有
す
る
棚
卸
資
産
・
固

定
資
産
等
に
つ
い
て
災
害
等
に
よ
り

生
じ
た
損
失
に
係
る
災
害
損
失
欠
損

金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
損
失

の
発
生
し
た
事
業
年
度
が
青
色
申
告

書
を
提
出
で
き
な
い
事
業
年
度
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
災
害
損
失
欠
損
金
額

に
相
当
す
る
金
額
は
、
そ
の
事
業
年

度
か
ら
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
繰
り

越
し
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
社
が
、
災
害
等
の
あ
っ

た
日
か
ら
同
日
以
後
一
年
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
間
に
終
了
す
る
各
事
業

年
度
に
お
い
て
生
じ
た
災
害
損
失
欠

損
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
災

害
損
失
欠
損
金
額
に
対
応
す
る
法
人

税
額
に
つ
い
て
、
繰
り
戻
し
て
還
付

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
　
被
災
し
た
従
業
員
・
取
引
先
等

へ
の
支
援
に
対
す
る
法
人
税
の
取

扱
い

⑴

　仮
設
住
宅
の
設
置
費
用

　
会
社
が
、
被
災
し
た
従
業
員
等
の

仮
設
住
宅
の
設
置
等
に
伴
う
資
材
・

組
立
て
等
の
た
め
に
支
出
し
た
金
額

は
、
そ
の
事
業
年
度
の
損
金
の
額
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

⑵

　従
業
員
等
へ
の
災
害
見
舞
金

　
会
社
が
、
被
害
を
受
け
た
従
業
員

等
や
そ
の
親
族
等
に
対
し
一
定
の
基

準
に
従
っ
て
支
給
す
る
災
害
見
舞
金

に
要
し
た
費
用
は
、
福
利
厚
生
費
と

し
て
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

⑶

　取
引
先
に
対
す
る
災
害
見
舞
金

　
会
社
が
、
被
災
前
の
取
引
関
係
の

維
持
・
回
復
を
目
的
に
、
取
引
先
に

対
し
て
支
出
し
た
災
害
見
舞
金
等
に

要
し
た
費
用
は
、
交
際
費
等
に
該
当

せ
ず
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

⑷

　被
災
者
へ
の
自
社
製
品
等
の
提
供

　
会
社
が
、
不
特
定
多
数
の
被
災
者

を
支
援
す
る
た
め
に
緊
急
に
行
う
自

社
製
品
等
の
提
供
に
要
す
る
費
用

は
、
寄
附
金
又
は
交
際
費
等
に
該
当

し
な
い
も
の
（
広
告
宣
伝
費
に
準
ず

る
も
の
）
と
し
て
、
損
金
の
額
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

６
　
被
災
し
た
会
社
に
対
す
る
消
費

税
の
取
扱
い

⑴

　課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
等
の

提
出
が
遅
れ
た
場
合

　
会
社
が
災
害
等
に
よ
り
、
そ
の
課

税
期
間
開
始
前
に
「
消
費
税
課
税
事

業
者
選
択
届
出
書
」、「
消
費
税
課
税

事
業
者
選
択
不
適
用
届
出
書
」、「
消

費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

又
は
「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択

不
適
用
届
出
書
」
を
提
出
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
所
轄
税
務
署
長
の

承
認
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ
の
課
税

期
間
前
に
こ
れ
ら
の
届
出
書
を
提
出

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

⑵

　簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け

る
必
要
が
生
じ
た
場
合
等

　
会
社
が
、
被
害
を
受
け
た
こ
と
に

よ
っ
て
災
害
等
の
生
じ
た
日
の
属
す

る
課
税
期
間
等
に
つ
い
て
、
簡
易
課

税
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
、
若
し
く
は
受
け

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
る
こ

と
で
、
災
害
等
の
生
じ
た
日
の
属
す

る
課
税
期
間
等
か
ら
簡
易
課
税
制
度

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
、
若
し
く
は

適
用
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
　
中
小
企
業
防
災
・
減
災
投
資
促

進
税
制
の
見
直
し

　
会
社
の
災
害
等
に
対
す
る
事
前
対

策
強
化
に
向
け
た
設
備
投
資
を
支
援

す
る
中
小
企
業
防
災
・
減
災
投
資
促

進
税
制
に
つ
い
て
、
令
和
三
年
度
税

制
改
正
で
見
直
し
が
行
わ
れ
、
適
用

期
限
が
令
和
五
年
三
月
末
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
税
制
は
、
中
小
企
業
等
経
営
強

化
法
に
基
づ
き
、
認
定
を
受
け
た
事

業
継
続
力
強
化
計
画
等
に
記
載
さ
れ

た
対
象
資
産
を
事
業
の
用
に
供
し
た

場
合
に
は
、
特
別
償
却
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
改
正
で
は
、
対
象
資
産
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

に
取
得
等
を
す
る
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
、

無
停
電
電
源
装
置
な
ど
が
追
加
さ
れ

た
一
方
、
火
災
報
知
器
や
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
、
消
火
設
備
、
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
な
ど
が
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。
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育
児
・
介
護
休
業
法
で
は
、
負
傷

し
た
り
病
気
に
か
か
っ
た
子
の
世
話

を
す
る
労
働
者
に
対
し
与
え
ら
れ
る

休
暇
と
し
て
「
子
の
看
護
休
暇
」、

要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族
の
介
護
を

す
る
労
働
者
に
対
し
与
え
ら
れ
る
休

暇
と
し
て
「
介
護
休
暇
」
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
三
年
一
月
一

日
に
同
法
施
行
規
則（
以
下
、「
則
」）

等
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
休
暇
を

柔
軟
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る（
時

間
単
位
取
得
）
よ
う
に
見
直
し
が
行

わ
れ
、
今
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
が
進
む
中
で
、
経
営

者
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
改
正
で

す
の
で
、
制
度
の
概
要
と
改
正
点
を

見
て
い
き
ま
す
。

一

　制
度
概
要

　「
子
の
看
護
休
暇
」
と
「
介
護
休

暇
」
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
概
要
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
　
子
の
看
護
休
暇

㈠
　
対
象
者
・
日
数

　
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る

労
働
者
は
、
事
業
主
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
、
一
年
度
に
五
日
（
小
学

校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子

が
二
人
以
上
の
場
合
は
、
一
〇
日
） 

を
限
度
と
し
て
、
子
の
看
護
休
暇
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
　「
一
年
度
」
と
は
、
事
業
主
が

特
に
定
め
を
し
な
い
場
合
に
は
、

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月

三
十
一
日
と
な
り
ま
す
（
介
護
休

暇
も
同
様
）。

㈡
　
申
出

　
子
の
看
護
休
暇
は
、
次
の
事
項
を

事
業
主
に
伝
え
て
取
得
し
ま
す
（
則

三
五
条
）。

・
　
労
働
者
の
氏
名

・
　
申
出
に
係
る
子
の
氏
名
及
び
生

年
月
日

・
　
看
護
休
暇
を
取
得
す
る
年
月
日

（
一
日
未
満
の
単
位
で
取
得
す
る

場
合
に
は
、
看
護
休
暇
の
開
始
及

び
終
了
の
年
月
日
時
）

・
　
申
出
に
係
る
子
が
負
傷
し
、
若

し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
事

実
、
又
は
疾
病
の
予
防
を
図
る
た

め
に
必
要
な
世
話
を
行
う
旨

※
　
育
児
・
介
護
休
業
法
の
「
育
児

休
業
」
は
育
児
休
業
開
始
の
一
か

月
前
に
申
し
出
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、「
子
の
看
護
休
暇
」

は
申
出
の
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
看
護
休
暇
の
利
用
は
緊

急
を
要
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
当
日
の
電
話
等
の
口
頭
の
申

出
で
も
取
得
を
認
め
、
書
面
の
提

出
等
を
求
め
る
場
合
は
事
後
と
な

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

㈢
　
賃
金

　
法
律
で
は
、
休
暇
を
与
え
る
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
る
の
み
で
あ
り
、

休
暇
中
の
賃
金
の
有
給
・
無
給
は
自

由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
　
介
護
休
暇

㈠
　
対
象
者
・
日
数

　
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
の

介
護
や
世
話
を
す
る
労
働
者
は
、
事

業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
一

年
度
に
五
日
（
そ
の
介
護
、
世
話
を

す
る
対
象
家
族
が
二
人
以
上
の
場
合

は
、
一
〇
日
）
を
限
度
と
し
て
、
介

護
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

㈡
　
申
出

　
介
護
休
暇
の
申
出
は
、
次
の
事
項

を
事
業
主
に
伝
え
て
取
得
し
ま
す

（
則
四
一
条
）。

・
　
労
働
者
の
氏
名

・
　
対
象
家
族
の
氏
名
及
び
労
働
者

と
の
続
柄

・
　
介
護
休
暇
を
取
得
す
る
年
月
日

（
一
日
未
満
の
単
位
で
取
得
す
る

場
合
に
は
、
介
護
休
暇
の
開
始
及

び
終
了
の
年
月
日
時
）

・
　
対
象
家
族
が
要
介
護
状
態
に
あ

る
事
実

※
　
子
の
看
護
休
暇
と
同
様
に
、
申

出
は
書
面
の
提
出
に
限
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
口
頭
で
の
申
出
も
可
能

で
す
。

　
ま
た
、
当
日
の
電
話
等
の
申
出
で

も
取
得
を
認
め
、
書
面
の
提
出
等
を

求
め
る
場
合
は
事
後
と
な
っ
て
も
差

し
支
え
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

㈢
　
賃
金

　
子
の
看
護
休
暇
と
同
様
に
、
休
暇

中
の
賃
金
の
有
給
・
無
給
は
自
由
に

定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
に
よ
る

家
族
の
た
め
の
休
暇
制
度

（
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
）
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二

　改
正
点

１
　
取
得
単
位

㈠
　
時
間
単
位
の
取
得

　
こ
れ
ま
で
は
、「
一
日
単
位
」
又

は
「
半
日
単
位
」
で
の
取
得
で
し
た

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
令
和
三
年

一
月
よ
り
「
時
間
単
位
」
で
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
時
間
」
と
は
、
一
時
間
の
整
数

倍
の
時
間
を
い
い
、
労
働
者
の
希
望

す
る
時
間
数
で
取
得
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
二
時
間
単
位
で
の
看
護
・
介
護

休
暇
の
取
得
の
み
認
め
、
一
時
間
単

位
で
の
取
得
を
認
め
な
い
こ
と
と
す

る
よ
う
な
取
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

㈡
　
所
定
労
働
時
間
に
一
時
間
に
満

た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
の
扱
い

　
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数
が
「
七

時
間
三
〇
分
」
の
よ
う
に
、
一
時
間

に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
事
業
所
の

場
合
は
、「
三
〇
分
」
の
端
数
を
切

り
上
げ
て
、
八
時
間
分
の
休
暇
を
取

得
し
た
と
き
に
「
一
日
分
」
を
取
得

し
た
扱
い
と
な
り
ま
す
。

㈢
　
日
ま
た
は
労
働
者
に
よ
り
所
定

労
働
時
間
が
異
な
る
場
合
の
扱
い

　
日
に
よ
っ
て
所
定
労
働
時
間
数
が

異
な
る
場
合
に
は
、
一
年
間
に
お
け

る
一
日
平
均
所
定
労
働
時
間
数
を
用

い
、
一
年
間
に
お
け
る
総
所
定
労
働

時
間
数
が
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
所
定
労
働
時
間
数
が
決
ま
っ
て

い
る
期
間
に
お
け
る
一
日
平
均
所
定

労
働
時
間
数
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
内
に
所
定
労
働
時
間
が

異
な
る
労
働
者
が
混
在
し
て
い
る
場

合
は
、
何
時
間
分
の
時
間
単
位
の
子

の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
で
「
一
日

分
」
の
休
暇
と
な
る
か
は
、
全
社
で

一
律
で
は
な
く
、
労
働
者
ご
と
に
決

ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
一
日
の
所
定

労
働
時
間
数
が
七
時
間
の
労
働
者

は
、
七
時
間
分
の
休
暇
で「
一
日
分
」

の
休
暇
と
な
り
、
一
日
の
所
定
労
働

時
間
数
が
八
時
間
の
労
働
者
は
、
八

時
間
分
の
休
暇
で
「
一
日
分
」
の
休

暇
と
な
り
ま
す
。

㈣
　
取
得
の
時
間
帯

　
時
間
単
位
の
休
暇
は
、
始
業
の
時

刻
か
ら
連
続
し
、
ま
た
は
終
業
の
時

刻
ま
で
連
続
す
る
時
間
単
位
で
の
子

の
看
護
・
介
護
休
暇
の
取
得
を
可
能

と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置

に
関
す
る
指
針
で
は
、
看
護
や
介
護

を
必
要
と
す
る
家
族
の
状
況
や
、
労

働
者
の
勤
務
状
況
等
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
中
抜
け
」

に
よ
る
時
間
単
位
で
の
取
得
を
認
め

る
な
ど
、
制
度
の
弾
力
的
な
利
用
が

可
能
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
（「
中
抜
け
」
の
導
入

は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

２
　
対
象
労
働
者

　
従
来
、
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数

が
四
時
間
以
下
の
労
働
者
は
、
半
日

単
位
で
の
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休

暇
の
取
得
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

改
正
後
は
、
時
間
単
位
で
の
取
得
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、「
業
務
の
性
質
や
実
施
体

制
に
照
ら
し
一
日
未
満
の
単
位
で
休

暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
」

と
し
て
労
使
協
定
を
締
結
し
た
場
合

は
、
事
業
主
は
、
該
当
労
働
者
か
ら

の
時
間
単
位
で
の
取
得
の
申
出
を
拒

む
こ
と
が
可
能
で
す
。

三

　就
業
規
則
の
規
定

　
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の
制

度
を
変
更
す
る
と
き
は
、
就
業
規
則

の
変
更
も
併
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う（
常

時
使
用
す
る
労
働
者
が
一
〇
人
以
上

の
場
合
は
、
作
成
お
よ
び
労
働
基
準

監
督
署
へ
の
届
出
を
要
し
ま
す
）。

　
こ
こ
で
は
、「
子
の
看
護
休
暇
」

の
規
定
例
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
介

護
休
暇
に
つ
い
て
も
定
め
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

第
○
条

1
　
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達

す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

従
業
員
（
日
雇
従
業
員
を
除

く
）
は
、
負
傷
し
、
又
は
疾

病
に
か
か
っ
た
当
該
子
の
世

話
を
す
る
た
め
に
、
ま
た
は

当
該
子
に
予
防
接
種
や
健
康

診
断
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
、

就
業
規
則
第
◯
条
に
規
定
す

る
年
次
有
給
休
暇
と
は
別

に
、
当
該
子
が
一
人
の
場
合

は
一
年
間
に
つ
き
五
日
、
二

人
以
上
の
場
合
は
一
年
間
に

つ
き
一
〇
日
を
限
度
と
し

て
、
子
の
看
護
休
暇
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
の
一
年
間
と
は
、
四
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

2
　
子
の
看
護
休
暇
は
、
時
間

単
位
で
始
業
時
刻
か
ら
連
続

又
は
終
業
時
刻
ま
で
連
続
し

て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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　父（先年に亡くなっています）が
創業し、私は2代目社長です。

　業界は景気低迷気味で父の生前の頃から
少しづつ、その影響は出ていました。私の
代になってもその傾向は変わらず、何とか
黒字を保ってきましたが、最近は赤字決算
になっています。コロナの影響もありこの
ままでは経営は後退するだけなので現在、
商売を継続するか廃業するか迷っています。
対応についてご教示下さい。

　コロナ禍で、御社のような問題が
一気に浮上してきました。ご質問の

テーマは重要かつ難問で、安直に回答は述
べられませんが、考え方を少し説明します。
　まず第一に、企業経営を今後どのような
方針で運営していくかはもちろんですが、
業界全体等に関する問題も考慮に入れた上
で、最終的には個々の企業の事情により判
断していくことになります。

　したがって、経営責任者である社長が進
路に迷いがあるのであれば、ここは専門家
に相談、指導等を受けてみてはいかがでし
ょう。
　例えば、総合的に経営診断を行うため、
顧問の会計事務所等に相談することも一つ
の方法であると考えます。
　第二として、商売の継続又は廃業につい
て自己判断を行うのであれば、次の2つに
ついて分析して方向性を決定します。
・外 部要因…御社が属する業界の現状が、
自助努力ではほとんど作用しない場合
（例えば、人口動向、生活環境等）は、
御社のみならず各企業にマイナス面が
多いということですが、プラス面がな
いかも少し考えてみます。

・内 部要因…これは、自社の工夫・努力で
良い方向に持っていけるものです。先
述の外部要因との関連性で検討しま
す。ただし、自社の努力ではたして好
転するか否かを厳しく見る必要があり
ます。

商売の継続を考える

　“もし、自由にお金を生み出すことがで
きるとしたら…”。
　そのようになれば、経営の問題の大半は
解決できそうですが、「本当にお金を生み
出せるスキル」とは何でしょうか？
　お金を生み出すことを追及していくと、
答えは自ずとお金を稼ぐことにつき当たり
ます。
　クレジット会社の「VISAカード」の創設
者であるディー・ホック氏は、お金を稼ぐ
方法は次の3つであると説明します。
①　誰かのニーズを満たしたとき
②　できないことを代わりにやってあげた
とき

③　できるけれどやりたくない人の代わり
にやってあげたとき

　経済活動の取引は、全てこの3要素のい
ずれかで成立している、と言っています。
　これらの要素を考えますと、お金を手に
入れるとは他人への「感謝の対価」、「問題
解決の対価」になるのかも知れません。

お金を稼ぐには
　経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
M
氏

は
経
済
知
識
を
身
に
つ
け
る
方
法
を

次
の
よ
う
に
伝
授
し
ま
す
。

　ま
ず
、
日
刊
の
経
済
新
聞
を
購
入

し
、
そ
の
日
の
新
聞
で
目
に
留
ま
っ

た
記
事
を
三
つ
選
ぶ
。
そ
し
て
、
選

ん
だ
各
記
事
に
赤
鉛
筆
等
で
棒
線
を

引
く
こ
と
。

　こ
れ
を
三
カ
月
間
続
け
る
と
、
経

済
関
係
の
記
事
に
相
当
慣
れ
る
と
言

い
ま
す
。
さ
ら
に
知
人
や
同
業
者
等

と
読
ん
だ
記
事
を
話
し
合
う
と
効
果

的
だ
と
話
し
ま
す
。

　今
ま
で
、
経
済
新
聞
は
難
し
い
用

語
が
出
て
く
る
し
、
何
の
記
事
を
選

ぶ
か
も
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
事
も

あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
身
構

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な

記
事
を
選
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
し
、

ま
ず
行
動
を
起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

　な
お
、用
語
が
気
に
な
る
場
合
は
、

書
店
に
行
け
ば
「
経
済
用
語
辞
典
」

と
い
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一

冊
手
元
に
置
く
と
便
利
で
す
。

経
済
記
事
を
読
む

問

答

発行


